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2段サンプリングがよくわかる 

 

1. 条件付き確率がわかる（２段サンプリングの分散式導出） 

2. 2段サンプリングの費用関数で最適配分の式が導出できる 
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条件付き確率がわかる(2段サンプリングの分散式導出） 

 

【1】条件付き確率とは 

ある事象 Bが起こった条件のもとで、事象 Aが起こる確率を考えるのが、「条件付き確率」です。 

事象 Aも事象 Bも同時に起こる確率は 

P(A∩B)=P(A)×P(B) 

 

この ANDの条件に対して、分母を全体１ではなく、事象 Bが起こる確率と変える点が、 

「条件付き確率」の特徴です。 

 

(2) 条件付き確率の公式 

ある事象 Bが起こった条件のもとで、事象 Aが起こる確率は 

P(A|B)= P(A∩B)/P(B) 

 

【2】条件付き確率の例題 

袋の中にトランプが次のように 12枚入っている。 

ハートの 1～4の 1枚ずつ計 4枚 

スペードの１～8の１枚ずつ計 8枚 

袋の中から 1枚取り出すとき、 

(1)カードの数が 3以下である確率を求めよ。 

(2)カードがスペードとわかっている時、カードの数が 3以下である確率を求めよ。 

(3)カードの数が 3以下であるとわかっているとき、カードがハートである確率を求めよ。 

 

解いてみましょう。 

●(1)は、全 12枚中、3以下のカードは 6枚あるので、確率 P=1/2 

 

(2)(3)は条件付き確率ですね。 

●(2)は 

・事象 A：「カードの数が 3以下」 

・事象 B：「スペードとわかっている時」 

・事象 A∩B：「カードがスペードで数が 3以下」 

ですから、 

P(B)=8/12 

P(A∩B)=3/12 

より 

P(A|B)= P(A∩B)/P(B)= (3/12)/(8/12)=3/8 

 

検算方法としては、 

・事象 B：「スペードとわかっている時」⇒8枚 

・事象 A∩B：「カードがスペードで数が 3以下」⇒3枚 

から 3/8としても OKですね。こっちの方が分かりやすいですね！ 

 

●(3)は 

・事象 A：「カードがハート」 

・事象 B：「カードの数が 3以下である」 

・事象 A∩B：「カードの数が 3以下で、ハート」 

ですから、 

P(B)=4/12 

P(A∩B)=3/12 

より 
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P(A|B)= P(A∩B)/P(B)= (3/12)/(4/12)=3/4 

 

検算方法としては、 

・事象 B：「カードの数が 3以下である」⇒4枚 

・事象 A∩B：「カードの数が 3以下で、ハート」⇒3枚 

から 3/4としても OKですね。こっちの方が分かりやすいですね！ 

 

以上、条件付き確率をわかりやすく解説しました。 
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2段サンプリングの費用関数で最適配分の式が導出できる 

 

 

【1】2段サンプリングの費用関数 

費用関数をよく次のように定義します。 

 

 
と定義します。 

確かに、１次サンプルしてから、２次サンプルしますから、費用は加算されていくイメージですね。 

 

【2】最適配分の式を導出 

(1) 最適配分の式 

【最適配分の式】 

 
 

 

(2)最適配分の式を導出 

上の式をよく使いますが、導出します。導出過程は、 

1. 費用関数の式を変形する 

2. ２段サンプリングの標本平均の分散𝜎𝑥̿
2を定義する 

3. 標本平均の分散を𝑛̅の変数として偏微分=0の条件を作る 

で解いていきます。 

 

 (i)費用関数の式を変形する 
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 (ii)標本平均の分散 

２段サンプリングの標本平均の分散を有限集団近似せずに次の式のようにおきます。計算がシンプルになる

ためです。 

 

 

 (iii)偏微分=0の条件 

 

より、最適配分の条件式が導出できました。 

 

公式暗記より導出を理解して、自力でできるようにしましょう！ 

 

以上、「2段サンプリングの費用関数で最適配分の式が導出できる」をわかりやすく解説しました。 

 

 


